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1研 究 主 題

一人一人 の思いが生 き,自 分 ら しい表現 を楽 しむ ための支援 の工夫

1.研 究主題設定 の理 由

21世 紀 を担 う子供 たちは,豊 か な感性 と主体 的創造力を備え,社 会 の変化 に自 ら対応で きる

心豊 かな人 間で ある ことが望 まれ る。 したが って これか らの学校教育 は,子 供 自 らが学習 に対

して意欲的 ・積極的 に取 り組む姿勢を育て ること,更 に学習に一人一人が主体的 にかかわ る心

を育てて い くことが求め られてい ると考え られ る。

図画工作 にお いて は,こ の能力を育成 するため に造形活動 を通 じて これ まで も主体 的な創造

力の育成を 目指 して きた。主体的な創造力 は,急 激 に変動 し続 ける社会の 中で,そ れに順応 し

なが らも,振 り回 され ることもな く,自 分 を見失わずに生 きて行 くための,最 も必要 とされ る

力 といえ る。子供一人一人がそれぞれに自分の思 いを もち,そ れ を表現 したい とい う意欲 にま

で高 め,創 造力を はた らかせて発想 や構想 を し,自 分 らしい方法で表現 してい く総合 的な力 と

いえ るだ ろ う。子供の造形活動 は表現本能 に根 ざ した主体 的な もので ある。子供は,感 じた こ

とや思 ったこ とを何 らかの方法で表現 したい という欲求を もっている。その欲求 を満足 させ,

表現 ・製作の喜 びを味わ うようにす ること,子 供が 自 らの考 えや思 いを もち,進 んで材料 ・用

具 ・技法 にかかわ って,自 分 らしさを発揮す ることが望まれる。

子供の主体的な創造力を育成す るために,ま ず一人一人の自分 らしい思 いを育て広 げ ること

が大切であ ると考えた。一人一人 の子供 の思 いを表出す るためには,そ れぞれの子供 の感覚や

心が刺激 され,表 現欲 求が喚起 され る ことが必要であ る。子供 は豊かな体感の中か ら表現へ興

味,関 心を もち視覚 や触覚な ど諸感覚で感 じとった ことは,心 に響 き,そ れぞれの素直 な思 い

が表 出す るものであ ると考 える。

子供が体感す ることによ って実感 を伴 って感 じた り,想 像 し発見す る活動 を とお して 自分 ら

しさに気づいた り,自 分 ら しさを求 あ,自 分 ら しさを見っ ける。 これは子供 の自己表現活動の

楽 しさであ り,豊 かな情操 を培 い他の表現のよ さを受 け入れ る心が育 っ。 自分 らしい思 いを生

か し,自 分 ら しい表現 を楽 しむ ため に,個 に応 じた支援のあ り方を探 るため以下の研究主題を

設定 した。

(1}子 供一人一人の感性 にはた らきかけて心 をゆさぶ り,よ さや可能性か ら発 した 自分 らし

い思 いを もつ ことをどの ように支援 してい くか。

(2}抱 いた思 いを表現意欲にまで高め,想 像力を はた らかせて 自分 らしい発想や構想を し,

さ らにふ くらませ るために,ど のよ うに支援 してい くか。

㈲ 子供が思 いを生か しなが ら,自 分 らしい表現を楽 しむ過程で,さ らに自己実 現にむけて

個 々の場面で どの ように支援 してい くか。

それぞれの支援が,子 供の創造 的な造形活動のために重要で ある。そ して,ど の場合 の支援

にお いて も,子 供 一人一人が よさ と可能性を内 に秘めたかけがえのない存在であ るとい う認識

が根底 にあ る。子供 が どのよ うな支援を必要 と しているのか,ど のよ うな支援が あれば,自 ら

進んで,自 分 らしい造形活動 を楽 しめるかを研究 して い くこ とと した。
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2.研 究の概要

一人 一人の子供 の個性 は多彩で ある
。着想,発 想,構 想,表 現の傾向,技 能,造 形体験の豊

か さ、 そ して生活経 験な どにそれ ぞれの違 いがあ る。 自己表現の場 とも言える,図 画工作では,

まず一 人一人の個性 や特性 を認 め生 かす ことを重視 して いる。子供の実態 をふ まえ,子 供 に目

を向けた魅力 あ る題材 に取 り組む ことが 自分 らしさを生か した表現活 動にっなが る。人間 と し

て生 きる力 と して本 来 もって いる表現欲求を触発 し,子 供 たちがそれまでに獲得 して きた思い

や力 を もとにさ らに意欲 を高 める ことを重視 して研究 を進 めた。

造形 活動 におけ る子供 のよさには率直であ ること,前 向 きであ ること,物 に直接 的にかかわ

ろ うとす ること,怖 い もの知 らずで あること,体 験をふ まえて伸び ること等意欲や関心 とかか

わる面 が多い ことなどが あげ られ る。 この子供のよさを生か し,感 受性豊 かに主体的 に楽 しみ

なが ら自己表現活動 に取 り組 ませ たい。子供の表現 に広が りや深ま りを展 開させ るためには,

教師 か らの場面 に応 じた適切 な支援が必要 とされ る。子供が それぞれの思 いを実現 して い く活

動 の中で,一 人一人 の子供 に応 じて,場 面 に応 じてどの よ うな働 きかけが必要であ るかを分科

会 ごとにテーマにそ って研究 を進 めた。

A分 科会 テーマ 「表現意欲 を高め るための題材提案の工夫」

B分 科会 テーマ 「自分 らしい表現を展開 して い くための手 だての工夫」

て取り組む子意欲をもつ

自分・しさを生かす子

激 の隔
'・幅
を
鋏払

顧 や心を繍 する

やゆσ)

,'ハ 、'
覧

,'、

,'、

ノノ ユ

。〆n＼
〈毒釦ぐ洛

が璽/

子 働 互 い1・刺 激 し
、

ρ曹 ああえ る掬

祷 をつ ぐ
る

、褐
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EA分 科会の取 り組みと実践事例

1,A分 科会表現意欲 を高 めるための題材の提案 の工夫

遊んでい る子供 は,遊 びそれ 自体 に夢中で,自 己を充足 している。遊びのなかで子供 は,

それぞれの思いを発散 して い く。 この子供を遊 びへか きたててい く要素を授業のなかに取 り

入れ ることがで きれ ば,自 分の思 いを生 か しき った,な おかっ,表 現を十分 に楽 しむ子供の

姿 が見 られ るので はないか。そ こで研究の視点を以下の4っ に しぼ った。

(1)子 供の興味がわ く,題 材名や材料の工夫

題材 名の工夫や材料の工夫を して子供を題材 にひ きっけるように工夫す る。子供の感覚

に合 った題材名や工夫 された材料は,子 供の表現意欲 を刺激 し,一 人一人 の思 いを自由に

発揮 して いける もの と考え る。

(2)子 供の感性や意欲を ゆさぶ る提案 ・提示の工夫

子 供に楽 しいそ とい うシグナルを送 り,表 現への意欲を高あ る。そのたあに,子 供 に分

か りやすいお話 を取 り入れ,表 現への道筋 をっ ける。あるいは,参 考作品の提 示,ま た,

製作過程 に合わせ た示範や作品の提示 など,教 師の持 味を生か して行 うよ うにする ことが

考え られ る。

(3)子 供が活動 しやす い空間づ くり

試 しコーナーや材料用具の設置場所 を工夫す る。机 の配置 なども大切 な ことで ある。子

供は,「 自由に試 してみ よう。」 「友達の やることも試 してみ よう。」 とい う自由な雰囲

気のなかで活動 し,お もしろそ う!と い う発見を し,こ れな らやれ るぞ!と いう自信を も

っ と考え る。 自信 を得 た子供は,自 己充足へむか って高 ま り,自 分 ら しい表現 を楽 しむ こ

とへ進んでい くと考え られ る。

(4)人 とのかかわ り

遊びのなかの仲 間遊 び と,一 人遊びにっいて も注 目す ることが大切であ る。仲 間 とのや

りとりか ら,刺 激 しあい,共 感 しなが ら育 つ もの もある と考え る。そ して,自 分の表現を

大切 に してい く。 そん な場 も保障 して や りたい。

また,教 師 も仲 間の一人 と して,表 現 に戸惑 っている子や,イ メー ジをっ くりあげる こ

とに困難 を感 じて いる子ヘア ドバイス した り,共 感 し見守 るな ど,サ ポー トして い く必要

があ る。

以上 の視点 を もとに,各 授業実践 を分析 し,次 頁のよ うに分類 した。
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題 材 名 1994+100年= もしも心の中がのぞけたら お もしろケーキをつ くろ う

(D(2)
子 子
供 供
の の
興 感

教

師

・穴あ きボー ド,紙 粘土,

身近な材 料,カ ラースプ

レー

・イ メー ジの発表を しよ う。

・心をの ぞ く扉をっけよ う。

・色画用紙 ,ぼ か し網,ブ

・食べ ると元気 もりもりに

な るケーキのお話

・石膏 ,紙,釘,ス トロー,
味 性
が や

嫁

の

提

案

・参考作品の提示

・製作過程また技術面の示

範

ラ シ,カ ッタ ー ホ イル,テ ー プ,綿,針

金

聾
猴
子

供

・早 くっ くりたい!

・こん な町 に したい!

・自分た ちの都市 ,地 球 の

・思いっいた こと,好 きな

ことを話す。

(スポーツ,食 物,趣 味

・立 ち上が っての ぞ く。

・ウソダー と声を上 げ興味

津 々。

美垂
誇

の

活
将来を想像する。 勉強,友 達,将 来 にっい

て)

・つ く り方 を の ぞ く。

・っ くるぞ!と フ ァイ トを

美
動 ・友達の話 に うなず く。 燃やす。

(3) ・参考作品の提示または製 ・材料置場の物を自由に使 ・材料置場の ものを自由に

子

供

が

教

師

作過程にあわせた示範作

品の掲示また,教 室内全

般の掲示。

ってみ よう。

・いろいろな水彩技法作品

の掲示をす る。

使 ってみ よう。

・ 「こん な もの もあ るよ」

と材料を紹介す る。
の

活

動

し

提

案

・個人での製作場所 と共同

でできる場所の設定。

(机の配置など)

・材料 ,用 具置場 の工夫を

す る。

・試 しコーナーを設け る。

・材 料,用 具置場の工夫を

す る。

・石膏を扱 った作品の提示

や ・材料用具の置場 の工夫。 をす る。

す ・発想や技術面で悩んだ時 ・ぼか し網でで きた色の き ・筒 にす る
。

い 参考作品や製作過程の示 れ いさにひかれ,そ こか ・パ イの ように包 む。

空

間

子

供
範作品できっかけをっか

む。

ら表現す る。

・扉を何枚 も貼 り重ね る。

・まるある。

・副材料 と一緒にち ぎった

の
つ

く
活
・個人での製作場所が狭か

ったり用具を必要とする

・色紙をいろいろな模様 に

切 っては る。

り貼 った りす る。

り
動
時は共同の製作場所を活

用す る。

教

師

・活動毎に励ます。共感す

る。

・準備の不十分な子供に補

・アイデアの浮かばない子

へ声をか ける。

・思 いつ きのよさに共感す

・活動がすす まない子へ声

をか ける。

・共感 し見守 る。

ω

人

と

の

提

案

助材料を与える。
・見守る。発想面や技術面

で支援する。

る。

・友達の作品を紹 介す る。

・励 ます 。

の ・友達 の作 品の よさを学ぶ。 ・イ メ ー ジを 発 表 しあ い , ・手にけがを して いて,手
、

、・

カ
・

カ
子

・用具 の使 い方 を教え合 う。

・ア ドバ イスを受 けて意欲

お互いのよさを知 ったり

刺激をうける。

が十分に動かせない子へ

子供どうし助けあう。
わ
供 を高め る。 ・ア ドバ イスを受けて 自身 ・ア ドバイスを受 けて活動

り
の ・発想 面 ,技 術面の支援 に を もっ。 す る。

活 よる表現活動をスムーズ ・じっ く り考 え る。 ・友達のよ さを取 り入れ る。

動 に行 う。 ・鑑賞でお互いのよさを認 ・材料を分けあ う。

・完成作品を とお して ,自 めあ う。 ・自分の作品や友達の作品

他の作品のよさを学びあ について話 しあ う。

う 。
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実 践 事 例(A分 科 会)

(1)題 材名 「1994年+100年=」(サ ブ テーマ=未 来 の都市)第6学 年

1.題 材設定 につ いて

「今 日は何 をっ くるのか な」 と楽 しみに教室 に来 る子供の思 いに,少 しで も応え られ る

よ うに,時 間の経過 ・社会の変化 に焦点をあて,自 分た ちの住 む町 や都市,更 に地球規模

で将 来を創造 して い くことをね らい と して,こ の題材 を設定 した。

題材 に関 して は,木 を使 った工作が児童 の希望の大 きい ことか ら板材を主 に取 り上げた。

更に子供が このテーマを幅広 くと らえて,い ろいろな材料を組 み合 わせて楽 しく造形活 動

を展開 していけ るよ うに,補 助材料 と して加工粘土を準備 して子供 に提示 した。

2.学 習の流れ(8時 間)

〈

提

案

〉

教

師

の

支

援

子

供

の

活

動

第 一 次(0.5時 闘)(本 時) 第 二 次(0.5時 間) 第三次(4時 間)

<1>2種 類 の材 料 を も とに

「1994年+100年=」 の 町

や都 市 づ く りを しよ う。

穴あきボー ド

〔==1>

8
紙ねんど

【轍 膿 ・

<2>ボ ー ドを切 りなが 〈3>粘 土 で 地 面 づ くり

らイ メ ー ジを広 げ よ う。 を進 めて み よ う。 い ろ

い ろ な材 料 も埋 め 込 ん

だ り付 け た り しよ う。

聾鰯

弓

＼斐メ ⇒

・自分 の イ メー ジを膨 らませ る。 ・形 の 組 み 合 わ せ の工 夫 。

・製 作 の 方法 と技 術 法 等 を理 解 して 自 ・土 台 づ くりの具 体 化 。

分 で 製 作 して い く見 とお しを 立 て る。 ・材 料 工 夫 の 見 とお しを

材 料 に触 れ イ メー ジを広 げ る。 立 て る。

臥
ア

@

・身近 な と ころか

ら材 料 に な りそ

うな もの を集 あ

る。

5.考 察

提案1で は子供 は穴 あきボー ドに大 変興味 を示 した。題材名に関 して は,ど んな世界だ

ろ うと考 え こむ子供 もいた。教 師の参考作品 には,お も しろそ う ・や ってみたい という声

もあ った。穴 あきボー ドを切 る教師の示範で は,早 く製作に入 りたいとい う声 も多か った

が,じ っと手順 を確認 して いる子供 も多いよ うに思われた。

導入 時の提案以後 は,個 々に思い思いの世界を 自由に展開 して いたが,材 料集め には子
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3.題 材 の ね らい

・題 材 名 か ら発 想 を 広 げ 自分 の 思 いの世 界 を

立 体 に表 現 す る。

・材 料 の 組 み 合 わ せ を 工 夫 し
,表 現 を深 め楽

しむ 。

・自他 の 作 品 よ り イ メ ー ジや表 現 の よ さ を学

・ぴあ う。

4.材 料 ・用具

教 師:穴 あ きボ ー ド(30cm正 方),加 工 粘 土,

電 動 糸 の こ機,金 づ ち,ピ ンセ ッ ト,

蟻夢総
紙

琴
翼

〈導
入
後
の
製
作
の
よ
う
す
〉

ひ も,釘,針 金,竹 ひ ご,金 具 類,接 着 材,

ペ ンチ,カ ラ ー スプ レー な ど。

子 供:身 近 な材 料(家 庭 で 一 人 一 人 が 探 して く る。)

〈4>ど んな町や都市 に してい こ

うか,自 分 な りの題 名をそろそ

ろ考えて製作 して みよ う。

第四次(2時 間)

〈5>自 分 の作 品 の イ メ ー

ジを深 め る た め に色 の 重

な りを考 え,色 の ス プ レ

ーを か け て み よ う。

金槌 、紙 やす り、

接 着剤、の こぎ り

電 動糸の こ機 、

カラ賦ルー、水入れ

ピンセット、その他

◇

籍 人二人・のかかわ・櫛 ・

・感 覚 を よ り深 め な が

ら着 色 して い く。

供一人一人に柔軟 に対応 し支援 してい くように心が

けた。 仕上 げのスプ レーでの段階で は,微 妙な色の

変化に夢中にな り,自 分 の作品 と友達の作品 とを比

べている姿 も見 られ た。教室 内の限 られた スペース

を常 に活動 しやす い空 間に してお くことが,製 作意

欲 を高 あて い くことに重要であ る。

第五 次(1時 間)

〈5>完 成 した作品 を展示パ

ネルにつ る してみ よ う。 自

分や友達の作品を鑑賞 し,

お互 いのイメー ジを楽 しも

つo

◇

・完成作品をす ぐに展示 して
,

製作活動の充実感を味わ う。

・自他の よさを認あ合 う。

・次の製作への意欲 を もっ
。

1994年+100年=子 供の答え

みしらぬ世界、宇宙の中に、不思議な世界、花火の世界

夢の世界、未来の都市(東 京)、 いろいろ遊べる国、

機械の町、平和な町、自由な町、仲良し村、遊園地、

思い出をっくる未来都市、不思議な地球、未来の大都市

宇宙空間の町、子供だけの世紀末の町、神秘的な町…

7



② 題材名 「も しも 心の中が のぞけた ら」 第6学 年

1.題 材設 定について

子供一人一人が心の中を,自 分 らしい発想で主題 を決 めて,自 由な方法で表現 して ほ しい と

言 うことか ら,「 も しも 心の中が のぞ けた ら」 とい う題材名を提案 して,表 現 を促す こと

を考 えた。一人一人が心の内にあ る思いを,水 彩絵の具のいろいろな表現方法 を取 り入れ なが

ら製作 し,そ れを とお して発想力 ・表現力 を高 めたい と考えた。

2.学 習 の流れ

学

習

の

流

れ

① 心の中を表そ う

(心の中を絵 に

してみよ う)

・活動への支援

(一人一人の製作への

援 期待 と思いへの言 葉かけ)

A・ 遊んで いる様子→ ・自由研究について悩んで いること

子B・ た くさんの扉→(は じめの考えは,っ ま らない)→

供 中はグチ ャグチ ャ

のC・ お もち ゃ箱 をひ っくりかえ して→

変 いろいろ,散 らば ってい るよ うす

化D・ 飛んだ り,跳 ねた り,動 きまわ って いる→

E・100点 を とった ときの こと→

第 一次(0.5時 間)第 二次(L5時 間)本 時

・題材名か らイメージを膨 らませ

自分 な りの主題を決あ る。 ・心をのぞ く扉を好 きな場所 に開

・製 作方法 を理解 し,表 現 の見通 ける。

しをたて る。

② イメー ジの発表を しよう ③心をのぞ く扉をっ けよう

(どんな心の中が(は さみで切 って もよい し,

あるか な?)や ぶ いて もよい)

・用具の支援 ・工夫を生む たあの支援

(ぼか し網,ロ ーラーなどの(い ろいろな

様 々な用具 を用意 してお く)扉 を紹介す る)

・バ スケ ッ トの シュー ト

を した ときの気持 ち

「ほ し くて し ょうが な い 靴 」

「夏 の 日の 足 あ と」

ぜぐ
。職 晦

7,蜜
脚

雪

〆冬審

悔
等

酸

,欝

懲

浦
母

、
ぜ

峯

繋

饗
驚垂
撃

r

「い ろ い ろ な心 の 中 」
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3.題 材 の ね ら い 「

・題 材 名 か ら発 想 を広 げて,自 分 の 心 を造 形 的 に表 現 す る。

・自分 の 心 の イ メ ー ジ と,い ろ い ろな技 法 を くみ あわ せ て 表現 を楽 しむ。

・自他 の表 現 の 違 い に 気付 き,認 め合 う。

4.材 料 ・用 具

色 画 用 紙,ぼ か し網,ロ ー ラ ー,ス ポ ン ジ,ス トロ ー,カ ッ タ ー ナ イ フ,は さ み,サ イ ンペ

ン,コ ンパ ス,定 規 な ど

第三次

・製作過 程に基 づいて ,材 料や活動 か ら、

思いをま とめてい く。

・鑑賞会を し,自 分 と友達の表現 の

違 いや,よ さに気付かせ る。

④イメージにあった表現方法で作品をつくろう。 ⑤お互いの作品を鑑賞 しよう。

(ため し紙で,い ろいろな表現方法をためしてみよう)

・用具の支援

(用具が うま く使えない子 には,

説明を した り見本 をみせ る)

→A・ 自由研究 にっ いて悩んでい ること

→B・ 海 の夕 日

・子供相互が認めあえる場の支援

(それぞれのよさを,感 じとる)

→C・ 心の中が善 と悪 に分かれて,11年41日 間 にわた る争 いを してい る様子。

→D・(ぼ か し網 に熱 中 して いる)→ ぼか し網でで きた模様 か ら,心 のよ うす をあ らわす。

一・E・100点 を とった ときの こと。

5、 考 察

「表 現 意 欲 を 高 め るた め の題 材 の 提 案 の 工 夫 」 とい う分 科 会 の テ ー マ と,決 め られ た とお り

表 現 す るの で は な く,自 分 で 表現 した い こ とを決 あ,そ れ に合 った技 法 で 広 が りの あ る活 動 を

して ほ しい とい う こ とか ら,題 材 名,材 料,技 法,な どを 設 定 した 。子 供 た ち は,「 心 の 中 が

の ぞ けた ら」 と い う言 葉 に,飛 び つ い て い ろ い ろ な イ メ ー ジを 浮 か べ た よ うだ。 表現 へ と移 っ

て い くな か で,「 思 って い る こ とを ス トレー トに表 現 した 子 」 「心 の 中 を 探 り絵 に した 子 」

「好 きな こ と,興 味 の あ る こ とを表 現 した 子 」 と様 々だ った。 なか で もイ メー ジの 発表 を しあ

った こ とで,題 材 に対 す る意 欲 が よ り高 め られ た 。(イ メー ジの 発 表 → どん な 心 の よ うす が あ

るか,子 供 た ち が 自由 に話 す)表 現 の 仕 方 に も,色 で イ メー ジ ・具 体 的 にか き こむ ・仕掛 け を

つ くるな どイ メー ジに あ った技 法 を組 み合 わせ て 表 現 して い て,子 供 の発 想 の 多 様 さ に驚 か さ

れ た 。 学 習 の流 れ に沿 って 子 供 の 変 化 を み て い く と,す こ しず っ 考 え が 変化 した子,変 化 の な

か っ た子 と様 々な タ イプ の 子 が い る こ とが わ か った。 題 材 設 定 を 工 夫 す る とい う こ とは,子 供

一 人 一 人 の 発 想 を 大 切 に し,よ さを 発 揮 させ る とい う こ とに もつ なが る。
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(3)題 材 名 「お も しろ ケ ー キ をつ くろ う」 第4学 年

1.題 材 設 定 につ い て

人 間 に と って 食 べ る こ とは命 にか か わ る こ とで あ る と と もに楽 しみで もあ る。 そ こで,子 供

に と って 魅 力 の あ る菓 子 類,ケ ー キづ くりを題 材 に した。 こ こで は きれ いで そ っ くりな ケー キ

とい うよ り,む しろ,大 胆 で 量 感 が あ りユ ニ ー クな ケ ーキ を つ くろ う とい うこ とで 題 材 の 提案

の 仕 方 にお 話 を 取 り入 れ る こ とで,工 夫 を した。 新 聞 紙 と木 片 で 支 持 体 にな る部 分 を っ くり石

膏 で 感 触 を 楽 しみ,ク リー ム に した。 トッ ピ ング につ い て は,材 料 を 自分 な り に工 夫 して製 作

が で きれ ば よい と考 え た 。

2.学 習 の 流 れ

教師の支援 〔感性や意欲をゆさぶる言葉かけの支援〕

ある日見つけた本に不思議なケーキの作り方がのって

いた。それをたべると元気もりもりになるという。

「お も しろケ ー キ の 本 ⇒

を み つ けた よ … 」

集中 して聞く。 材料に触れて味わ

友達と話をし っ。新聞紙で固ま

ていたのを中 りをつくり始める。

断して聞く。 新聞紙をまるめる。

静かに聞く。

〔材料 ・用具の支援〕 〔活動が進まない子への支援〕

新聞紙ってこんな使い方も出来るよね。木片 も使ってセロハン

テープと接着剤でもとになる部分をつくろう。

新聞紙をまるめたり木片をセ

ロハンテープでつける。

「ハンドバックケーキだぞ。」

新聞紙の組み合せを考える。

材料を積極的に取

りに行く。

自分でみつけた材

料も使う。

形を作り直す。

積極的に製作にとり

くむ。

製作 しながらイメー

ジを発展させる。

もの静かに製作する。

ゆ

ヤ驚
齢、/:

「《睡

慨

嫡
戦

噸
、

庶
壁

碧

:

緩

▽轟
灘
誌

麟

,藤
聞新 どやなケーキがで きるかな
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3.題 材 のね らい

・イ メ ー ジを発 展 させ なが ら,自 分 の 思 いを立 体 に表 現 す る。

・材 料 にか か わ り,そ の 物 の もっ 特 性 を 体 感 し,そ の よ さを 味 わ う。

・製 作 活 動 を楽 しむ。

・自他 の 表 現 の違 い に気 付 き
,よ さを 味 わ い,認 め あ う。

4.材 料 ・用 具

白 ボ ール 紙 ・新 聞 紙 ・セ ロハ ンテ ープ ・接着 剤 ・画 用 紙 ・色紙 ・

アル ミホ イル ・ス ズ ラ ンテ ー プ ・チ ョー ク ・石膏

吟
蟻瞳

メ懇慢
繍 町'磯

庫曲 ・

轍 堅 蝉

パ ワ フル ケー キ がで きた ぞ

◎材料とかかわりあいなから,思 いを立体で表現する。

飾りを工夫しながらつくる。

石膏を水で解いて感触を楽しむ。

思い思いに原型に石膏をつける。

石膏 クリームのつけ方を工夫する。

石膏が固まりかけてきた時,か たまった

あと自由に トッピングする。

絵の具やチョークでケーキに色をつける。

さらに トッピングを工夫する。

教師の支援 〔材料 ・用具の設置場所の支援〕

〔材料の支援〕

生クリームは何でつ くろうかな?

トッピングはどうしようかな?

ケ ーキに色や飾りをつけてみよう。

トッ ピン グ用 の 材 料

・画 用 紙

・色 紙

・ア ル ミホ イ ル

・セ ロハ ン紙

・ス ズ ラ ンテ ー プ

・針 金

・綿

・ビニ ル テ ー プ

・チ ョー ク 他 …

思い思いの方法で飾る。

互いの作品を見る。

〔展示の支援〕 〔共感 ・励ましの支援〕

工夫 して飾ってみよう。

友達の作品を見てみよう。

甑 考 察

今回の題材 では,子 供が教師 の 「お話 」を聞 きなが ら,そ れぞれのイメー ジを膨 らませ ると

ころか ら始 ま った。パ フ ォーマ ンスを交えなが らの語 りか けは,そ れな りに子供 にとって興味

・関心 を高 め製作意欲 に結 びっ いたので はないか と感 じられた
。思い思 いに新聞紙 と木片で ケ

ーキの土台 を作 り,石 膏を扱 う段階で も楽 しみなが ら石膏の感触を味わ って いた。 トッピング

では,装 飾的 な ものを好む子供や材料 自体に触れ なが らそれを生か した表現 をす る子供な どさ

まざまで あった。結果的 には,き れいな装飾 的な作品 になった子供 もいたが それぞれの思いを

生か しなが ら楽 しんで製作 していたよ うに思 われ る。
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(4)題 材 名 「カ ラ フ ル しゃわ ふ る 」 第5学 年

1.題 材設定 につ いて

高学年 ともなる と,水 彩絵の具をパ レッ トへ擦 りだす際のわ くわ くした気持 ちは2,3年 生

のそれ と比べ る と,薄 れて いると思 う。 さらにいえば,絵 の具をっけた筆 を画用紙 に走 らせ る

とき,"色"に 対 して子供 たちが どの くらいの意識,あ るいは こだわ りといった ものを もって

い るのか疑 問に思 うことが ある。 そこで,何 色かの色水をそれぞれ ビニル袋 に入れてっ る し,

爪楊枝で突 いて生 じた色水 の シャワーを利用 して造形活動を行 うとい う,色 との 出会い に主眼

をおいた題 材を考えてみた。色 に対す るわ くわ くした気持 ちが子供たちの なかで一層強 まれば

と思 う。

3.活 動 の 展 開(本 時1時 間扱 い)

30

分

校 庭 で班 ご と(1～8班)

に座 り,説 明 を 聞 く。

ビニル袋 に水 を入れ,そ こ

に好 きな色の絵 の具 を入れ

て よ くシェイクす る。

で きた作品を鑑 賞す る。

rカ ラ フル しゃわふ る』 って

何 だ ろ う。(題 材 名 か ら興 味

を もたせ る)

実 際 に,色 水を 作 り,ビ ニ ル

袋 に入 れ て み せ る。

色 は自由だけど,班 のなか

で ほかの友達 と色が同 じに

な らないよ うに しよ うね。

(色数の確保)

教師の支援

塵
校 庭 。 ビニ ル 袋 が 吊 り

下 げ や す い よ うに,っ

ん て い の近 く。

(材 料)ビ ニル袋

ビニルひ も 水

絵の具 爪楊枝 和紙

戸惑 って いる子供 には,友

達の色数 などのちが いに気

付 くよ うにア ドバ イス。

子供どうしの支劇
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2.題 材 の ね らい

・色 水 の シ ャワー で 表 現 す る こ との楽 しさ を味 わ う。

・ビニ ル 袋 に入 った 水 の 感 触 を 味 わ う。

・色 の 濃 淡 ,に じみ の 美 しさ に気 付 く。

4.考 察

A分 科会で は,r表 現意欲 を高め るたあの題材 の提案の工夫』をテーマ とし,今 まで研究授

業 において様 々な試み がなされて きた。今回 この授業で は,と くに題材名,材 料選 び,場 の設

定 を工夫 し,授 業 の組立 を行 ったが,そ れぞれ工夫の内容 を以下の ように述べた うえで考察 し

たい と思 う。

隊 材名の工夫1

今回の"カ ラフル しゃわふ る"で は,も ちろん カラフルな シャワー とい う意味合いが込め ら

れて いるの だが それ よ りも,言 葉その ものの響 きのよさや リズ ミカルな調子か ら子供た ちに,

遊 びの要 素を取 り入れ た授業の雰囲気を伝えよ うと考え た。

固 料選びの工夫1

透明な ビニル袋 は,色 水を入れて光(陽 光)を 受 けた ときの視覚 的な美 しさをね らって使用

した。 また和紙 は,色 の濃淡,に じみな どの効果を考えて選んだ。

1場 の設定の工夫

校庭 で活動 す ることにおいて は,そ れだ けで子供 たちに解放的 な気分を味わわせ る ことがで

きると思 う。 また,う んていに色水 の入 った ビニル袋を吊 り下 げることによ り,普 段見慣 れた

遊具が,例 えば現代彫刻の作品 に見えた りすれば面 白いだろ うと考 えた。

以上の よ うな題材の提案の工夫を し,授 業を展 開 した。導入の場面では,や は り何人かの子

供 が,題 材名の言葉遊 び的 な面 白さに興味を抱いたよ うだ。"し ゃわふ る"か らす ぐに シャワ

ーをイ メー ジした子供 もいた。 ビニル袋 に色水をっ くって入れ ることがわか ると,子 供 たちは

用意 しておいた クラス用 の絵 の具 のチューブに飛びっ き,さ っそ く色水づ くりを始 あた。混色

しす ぎて色を濁 らせて しま った子供 もいたが,た いがいの子供 は1色 か,2色 の混色に とどま

った。色水を入れた ビニル袋が 日ざ しを受 け,き らき ら輝 くよ うす を見て子供のなかか ら 「き

れ い じゃん 」とい う声があが った。いよいよ シャワーを降 らせて造形活動 を行 う場面 に入 ると

子供 たちは全身を使 って和紙を動か し,行 為その ものを楽 しんでいた。

題材の提案の工夫が どの程度 まで子供たちの表現意欲 を刺激 したか判断するの はむずか しい

が,少 な くとも授業の展開 にお いて十分 に表現への意欲 を高 めたことは確かなよ うである。
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皿B分 科会の取 り組みと実践事例

1.B分 科会 自分 ら しい表現を展開 してい くための手 だての工夫

子供 たちが 自分 らしい表現を してい くために,学 習の流れの中で一人一人の子 供の活動 を見

て取 り,適 切 な支援 を行 うことが望 まれ る。 いろいろな素質を もつ子供た ちがその個性 や特性

を十分 に発揮す るよ うな表現活動 に取 り組 ませ たい。子 供の活動 に常 に目を向け,活 動が子供

の リズムやペ ースにの ってい ることを十分感 じとれ るよ うであれば,子 供 はその活 動を楽 しん

でいると考え られ る。 その時その時の場面 に応 じて,活 動の実態を把握 しなが ら意図的に支援

して い くことが必要 とされ る。魅力あ る題材の提示 によ り興味 と関心を もった子 供たちに さら

に自分 らしい表現の広が りや深 まりを展 開させ るため に,子 供 の活動か ら出て きた欲求 に適切

に対応 す る支援の あ り方 を探 ることを今 回の研究のテーマ と した。 「その子 らしさ」が生 きて

い る表現活動 を行 うたあに,ど の ような支援 が効果的であ るか,以 下の視点 にた って考えてみ

た。

(1)材 料 との出会 い ・かかわ り

感性を揺 さぶ られ る材料 と出会 い,か かわ ってい く中で,子 供 はイマ ジネー ションの もとと

なる豊かな体感を得 る。 「何 だろ う?」 「お も しろそ うだ な」 「触 ってみよ う」一っの材料を

手 に取 り,曲 げた り引 っ張 った り並べ た りとい う単純 な視覚 ・触覚活 動の中で感性が 目覚め る。

「これを どう しよ うか?」 意欲が わいて くる。子供の表現欲求が どん どん触発 されて い くよう

な材料を吟味 し,選 択す る必要が あ る。

①感覚を刺激す る材 料

材料 には,見 ただけで表現欲求 をか きたて られ るよ うな もの,触 ってい くうちにいろいろと

試みてみ た くな るもの,全 身を使 って格闘で きる ものなど,子 供の感覚を刺激 するよ うなさま

ざまな性質や特徴を もった ものが あ る。 ・

②身近 な材料の可能性を広げ る

なん とな く見過 ご していた身近 な材料で も,新 しい提案 をす ることに より,子 供 に とって新

鮮 な材料 と して見直す ことがで きる。材料の今 まで気付 かなか った性質 に関心が向 き,新 しい

表現方法 に気付 くな ど,造 形材料 としての可能性を広げ ることがで きる。

③副材料の提示

副材料を提示す ると,子 供 の感性 をゆ り戻 し活動を広 げるのに有効な場合があ る。行 き詰 ま

った り困惑 してい る子供 に適切 に提示す ると,そ こか ら新 しい発想が生 まれ,展 望 が開け る。

場面 に応 じて子供が 自ら進んで選択で きるように提示の仕方 を工夫す ることが大切 であ る。

(2}自 分 ら しい技法 ・技術

表現の思 い,表 現 の手順や方法 な どは,子 供た ち一人一人異 なる ものであ る。子 供の活動 に

寄 り添 いなが ら,時 に は全体 へ時には個人へ,次 のよ うな支援の工夫が大切であ る。その中で

子供 は自由に選択 した り組 み合 わせた り試行 しなが ら自分 らしい表現を展開 してい くだろ う。

①子供の経験を呼び起 こ し,共 感 し認 める
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子供が 日常生活や授業の 中で既 に材料 と関わ った ことがあ るとき,そ の経験を思 い起 こさせ

ることであ る。学習の意図 に応 じて事前に計画的 に経験 させてお く場合 も考え られ る。

②一人一人の子供の表現内容 に応 じて教 師が提案す る。

材 料に関わ る技法や情報の提 示は,子 供 にとって表現 を広 げる助 けとな る。つまず いて いる

子供に とっては,発 想を転換 す る機会 ともなり得 る。

③子供 が見っけた り生 み出 した ことを励 ます

子供 は既 習体 験や教 師が新 しく提 示 した技法 ・技術な どを取捨選択 しなが ら,自 分 にあ った

表現方法 を見いだ してい くもので ある。 なか には,ち よ っとしたきっかけか らひ らめいて,新

しい方法 を発 見 した り,試 行錯誤 しなが ら別の方法を生 み出 した りす ることがあ る。 このよ う

な表現活動 の高ま りにっいては,お おいに奨励 し子供の活動 を活発化 させたい。

④子供 ど うしの刺激 を促す

一人一人 の表現 の傾 向を把握 し
,必 要 に応 じて子供 どうしの関わ りを もたせ る。お互 いの良

い ところを認 め合 った り,自 分 との違 いを見い出 してい く中で,子 供は 自分のよさに気付 きさ

らに意欲 が高 ま る。

⑧ 子供 の活動 を豊か にす る環境

子供が安心 して活動で きる環境 は,一 人一人 の子供の個性を発揮 させ る。活動の広が る可能

性 を予見 しっっ,見 とお しを もって柔軟 に対応 す ることが大切であ る。全体 としての活動の方

向を見極 める とともに,子 供一人一人の多様 な活動 に対応す る支援 とな る。

①表現 にむけて互 いに認 め合 う雰囲気づ くり

日ごろか ら教師 と子供,ま た子供 ど うしの温 かい人 間関係 を築 き,共 感 した り認 め合 った り

す るよ うな雰 囲気 をつ くる。 自分の思 いが受け とめ られ ることによ って,子 供 は安心 して活動

を展 開 して い く。

②安心 して活動で きるたあの情報の提示

参考 となる資料 を提示 して,子 供の発想がふ くらむよ うにす る。直接 紹介 しな くて も,さ り

気な く提示 してお くことも考え られ る。 また作業の手順 などを見やすい場所 に掲示 してお くと

子供 は安心 して活動で きる。

③活動 しやす い場づ くり

予想 され る子供の活動か ら,学 習 に適 した場 所 と机 や椅子の並べ方 を考える。 また表現のた

めの材料,用 具を子供 たちが 自分の思い に合 わせて見っ けた り,選 んだ りで きるよ うに配置を

工夫す る。安全面 にっ いて も十分な配置が必要 である。

④ イメー ジを触発す る空間づ くり

子供 たちが 自 らの発想で十分活動で きる空 間は,大 きな影響力を もっ。題材の設定 に合わせ

て,物 や音や光な どを使 った空間づ くりをす る ことにより,子 供のイメー ジが触発 され る。

⑤作品展示の工夫

互 いの作品を鑑 賞 し合え るよ うに,適 切 な場所 に展示す る。子供が表現の思 いを継続 して も

っ ことがで きるように製作途 中の作品の置 き方 に も配慮を要す る。
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●
2 実 践 事 例(B分 科会)

(P題 材 名 「色 糸 の 芸 術 家 にな って 」 第4学 年

1.題 材 設 定 の 理 由

「色 糸 の 芸 術 家 に な って 」 は,毛 糸 ・色 糸 な どの ひ も類 に,針 金 ・枝 ・木 片 等 を 合 わ せ

た造 形 活 動 で あ る。 ひ も類 は身 近 に あ って,手 触 りが 優 し く,色 も美 しい ので 子 供 が 楽 し

み なが ら活 動 で き,結 ぶ,編 む,巻 き付 け る,束 ね る な ど様 々な 表現 の広 が りを期 待 で き

る。 また,本 校 の4年 生 は5月 に,鋸 ・げ ん の う ・錐 と い っ た用 具 を経 験 したの で,枝 ・

針 金 ・木 片 等 の材 料 も加 え る こと に よ って さ らに 一人 一 人 の 思 い が膨 らむ ので は な いか と

考 え た 。 色 糸 を 巻 く,絡 あ る,編 む等 の 活 動 が 子 供 の材 料 感 覚 を豊 か に し,表 現 力 を高 め

る ことを 願 った 題 材 で あ る。

支 援 の 工 夫 につ1いて は,こ の実 践 の 中で は右

の よ うに指 導 案 の 中 に 「支 援 の 内容 と方 法 」 を

明示 し,ど の よ うな活 動 の 時 に どの よ うな支 援

を した らよ い か,見 通 しを た て よ う と試 み た。

2.ね らい

・色 糸 や 他 の材 料 で 表 現 す る こ とを 楽 しむ。

・材 料 に合 った つ く り方 を工 夫 し,用 具 を選 ん

で使 う。

3、 学 習 の 流 れ

第 一 次 枝,針 金等 の材 料 と色 糸 の 特 徴 か らつ

くりた い もの を思 いっ く。(%時 間)

第 二 次 色 糸 を付 け る も とに な る と ころ を っ く

りな が ら色 糸 を どん なふ う に使 い た い,....__....,_..,.._....「 「、..,....._....._.

か イ メー ジを膨 らませ る。(1Y2)

第 三 次 色 糸 を使 った活 動 を楽 しみ なが ら,っ

く りた い形 を作 る。(1)

第 四 次 完 成 させ,飾 り方 を考 え な が らみん な

と飾 って楽 しむ。(1)

4.考 察

① 材 料 との 出会 い ・か か わ り

ひ も類 と して子 供 が 持 って き た もの は毛糸,

刺 繍 糸,包 装 用 の ひ も,リ ボ ン等 。 図 工 室 で は

毛 糸,麻 ひ も,レ ー ス 糸,ビ ニ ロ ンテ ープ を用

意 した 。 ひ も類 以 外 の材 料 で は,子 供 が 枝,ビ

ニ ル ネ ッ ト,綿 等 。 図 工 室 に,枝,シ ナ ベ ニ ヤ

板 や た る木 の 切 り落 と し,針 金,金 網,ビ ニ ル

学 習 活 動 桁 導 の 内 容 支擾の内容と方法

【吊帽1● 孚習への璽歓と鍔

く児竜》 斜を集める活酌を
・教科轡 ・帳紀川 支蝋する。

員 ・はさみ ・ま環

謡動に使いたいと ①字胃の予定と栃料

おもう材料 集めについて.一

{教師》 ヵ月鯛に予告する
・尉 ・げ ん の う ・

雌 づ∫・万能ばさ ②予倍した次の遷か

み ・バイス ・ペン ら.教 師が集めた

チ ・釘抜音 ・小刀 智料を児せたり.

・カッッターナイ 児童から㌶斜集め

フ ・カッターマッ の様子をきいた り

ト・木工用ポンド する時関を図工の

・岐 ・シナベニヤ 時間の終わ りなど

頓切り餌とし ・針 にとる.

色 ・ひも瓢
7■7■..

◆技、針愈等の材料 ●紡斜からの死爆を

第 と色糸でつくリた 支姪ナる.

いものを思いつ く

一
①披.シ ナベニヤ蟹

。集めた材料や図工 ・児童が集めた桝覇 の切り蔭とし.針

次 蜜にある材料.用 を紹介させたり.金 等の材麟を用童

第

次

1

時

◆色糸を使ってでき

る活動を楽しみな

が ら、色糸や他の

材讐でつくりたい

形をつくる.

・色糸を巻き付けた

り纈んだりといっ

た括動を楽 しむ.

・色糸の手触 りや色

合を楽 しむ.

・色糸を巻いた り紺

んだ りしてっくり

たい形をつくる.

・友遠の材科の紺舎

せ方や用Rの 使い

方からヒントを見

付けたら.白 分の

つ くりたいものに

取 り入れていく.

・児童の色糸を使っ

た活勤(巻 く.編

む.縞 ぶなど}を

紹介し.い ろいろ

な方法があること

に気付くようにす

る.

・材料に合わない用

具を使 っていると

きは.別 の川」目」が

あることに気付 く

ようにする.

●色糸を使つた話働

の広がりを支優す

る.

①麻紐,テ グス.ピ

ニ回ンテーブ.毛

糸等のひも蟹を材

料コーナーに描意

する.

●艦 しい方法壱毒え

たり.工 央を生む

ための支鍛をする

Φ似た方向で落・動す

る(材 料.珊 異}

児漸はどの子とど

の・子か把擁 してお

く.

輔 く色糸 を纈む・

繊る,

二〔作川紙などで

「ひ1を つくつ

たり.ヘ アピン

や針金で糸通し

をつくって.紹

テ ー プで あ る。子 供 の 活 動 に見 られ た表現 方 法 は,お お よそ 次 の よ うな もの だ っ た。
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◇ ひ も類 … … ・毛 糸 の 撚 りを ほ ぐ して 蓄犠 の よ うにす る ・2本,3本 の色 糸 を撚 り合 わ せ

る ・三 つ編 み ・プ ロ ミス リン グを編 む ・毛 糸 を ほ ぐ して綿 の よ うた す る

・ぐ る ぐる巻 いて 団 子 にす る ・切 り刻 む ・編 み 針 で鎖 編 み ,細 編 み ・束 にす

る。

◇ ひ も類+枝 … … ・巻 く ・絡 あ る ・結 ぶ ・い か だ を っ くる ・ぶ ら下 げ る ・テ ー プ

で つ け る。

◇ ひ も類+針 金 … … ・針 金 を芯 に して 色 糸 を 巻 き付 け る ・絡 あ る

◇ ひ も類+金 網 … … ・模 様 や 自分 の名 前,動 物 の 顔等 を編 み こむ ・絡 め る ・結 ぶ

◇ ひ も類+板 … … ・蜘 蛛 の 巣 の よ うに色 糸 を 張 る ・板 と板 を色 糸 で っ な ぐ ・貼 る

▼ 子 供 の活 動 記録 よ り

ひ㌔類 その他の材料 飾り方 榛作活動

豪
レ

ー

ス

糸

二

;

T
ブ

枝

塾霧;

=

甚

要孚

1 10 0 o :霊纏 潔:霧梱 、肇紳
2 ー

!
○ o o ○ o

ビ ニル斤一7●
。1

・細 ヨ ・乃ぐ汗1で き'綿 譜

3 i 堵

戸津ひも
○ 0 0

亦

ビ均 レ=テープ 。1
・級 徽 慧V帆 ぐA坊i二鶴 沢引↑3

4
1

010 ○ ○ olジ 訓申 プ ・1 1繍 講 獅 塗7・ゐ聾 認榔 一
5 ○ ○ ○ Q ・ド婦 プ 。1

・御 ご ・も躯 ・・ういうr嵌 ず図 紘 てσルrη 鮮 絞1剃 骨

18 0 ○ 勢沸 o ○ ○ ○

1

。1 :量そ堕羅 蟄 癬 鋤 、
19 0 ○ 0

カラーシー十
ヒジコし斥一7。 d

・毛紅 全陰 雨 っく伽 っげ働 も摘 ・弔

20 o 1 ○ O o d :搬麟 量泣毛鎌 譲 蟄董瀧
21
ー0 o 毛 一ノし o o o

・バ 轍 ら一F・ギ}・ 舌郁 ぐ

2z
0 o ○ o

くセ"
o

・三っ緬 み1・しマを く ・御 ぐ ・全 働 ・蕎 きつ監す3

・錘 《切 ・71マ}

23 o o o
画用紙
焔の霊 ○

.鯛濫 雛齢 駕麟購 篇 樫誇τ

24 ○ 選麩 Q Q o
緯 物ひ,鐙 嘩 樵'翻

25
ーO o O o

わfミ

α
・際融 糾 爾 伽

回、●噛 鷹r繊 資43
Il 1

② 技法 ・技術 ・

子供が新 しい方 法を考えた り工夫 を生む ための支援 と して,材 料や用具の選択な ど同 じ

ように活動す る子は どの子 とどの子 か把握 しなが ら助言 や援助がで きるよ うに心がけた。

金網 に毛糸を編 み こみたいがなかなか糸が通 らず,「 先生,針 かなんか ない?」 とい う子

供 には針金を曲げて糸通 しを作 った り,毛 糸の先 にセ ロハ ンテープを巻 いて いる子 供の様

子を見せ た りす るとい う具合であ る。今 まで に経験 した用具は使 いやす いよ うに用意す る

とともに,丸 い枝 に釘を打っ ときは布を敷 くと安定す る,小 さな木片 はバイスで挟んで切

る等新 しい技法 も紹介 し,子 供の要求 に応 じて活動 を拡 げ られ るように した。
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蝋 懇 欝 ・

噸霧戦ぺ 識　 もモレ きな け　 ぶ

㍉糞 み1
▲板切れの穴 に金網 を張 り,毛 糸 を通 して猫の

顔 に 「プ ロ ミス リングもっ くってっ けたの。j

③環 境

▲ 枝 に金 網 を つ け,毛 糸 を 絡 め て い く。

「二 色 ず つ(撚 って)っ か うん だ よ。」

図工室 に大 きな枝 をたて,色 糸 を絡 ませた りぶ ら下げた り しておいた。雰囲気がで ると

ともに,色 糸 に触 った り,持 って きた色糸を枝に結んでみ たりす る子供 もいた。次の週 ま

での保管場所 は,学 級前のオープ ンスペ ースにある移動式の ロ ッカーの上 とした。毎 日子

供 たちの 目に触れ るので,っ くりかけの友達の作品を見 たり,自 分の作品に触 ってみ るな

ど して興味が続 き互い に刺激 しあえた。 また,材 料や用具 は コーナーを決 あ,子 供 たちが

自由に選んで使え るように した。

(2}題 材 名 「ビニ ル スの 繁 殖 」

3.学 習 の 流 れ(2時 間)

第6学 年

提

案

子

供

の

活

動

支

援

1.ビ ニル に空 気 を取 り込 んで 、

「ビニ ル ス」 とい う物体 を つ くろ う!

・ビニル の感 触 を楽 しみ なが ら、

「ビニル ス」 をっ くる。

・走 り回れ る広 い空間 一体 育館 に場を

設定す る。

・体感 を直接的 に形 に表す ことがで きる

材料(ビ ニル)を 提示す る。

2.「 ビニ ル ス」 は空気 をえ さに して、

どん どん 繁殖 して い く …

・「ビニル ス」 を思 い思 いにつ なげ てい く。

・そ れぞれ の思 いでつ な げて い くこ とを

見 守 り、 共 感 す る。

・つ な ぎ方 を い くつ か提 示
、助 言 す る。
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璽.題 材設定 の理 由

感覚 を刺激 す ることを目的 とした造形活動 は,作 品 は残 らな くて も,そ の行為 ・出来事

は子供 の感性 を揺 さぶ り,そ の体験 は自分 ら しい表現 を導 くための大 きな力 とな り,子 供

一人一人 の個 性を呼び覚 ます もの とな るだろ う。

子供たちは,自 己中心 的であ り,思 いや欲求 を隠 さない。それゆえに"物"に 対 して感

覚的で,直 接的 に何 らかのアプ ローチを こころみ る。人 間が本来 もっている自己表現 とは

こうい うことで はないだろ うか。

高学年の子供 は,客 観的に物 の見方や描写力を身にっけて い く反面,自 己表現す ること

に消極的 になることが多い と言われている。知覚の発達 とともに,本 や雑誌な どの文字 か

らの情報や テ レビや フ ァミコンの画面の中で の疑似体験 によ り"物"や"空 間"に 対 して

間接 的に関わ るこ とが多 い。そんな彼 らに,い やお うな く全身を使 い,直 接的 に諸感覚を

フル活動 させ るよ うな表現活動を展開 させたい と考え た。

2.ね らい

・透明で実在感の乏 しい ビニ ルが空気を取 り込 み変化す るよ うすやその感触 を味わ う。

・空気を含んだ ビニルを思 い思 いにっなげて増や し,"繁 殖 させ る"こ とを楽 しむ。

・体育館 いっぱいの ビニルの存在 によ りいっ もと違 う体育館 を体感 し,ビ ニルの重な りを

とお してみ る空間のお も しろ さを味わ う。

3.合 体 ビニル スを空 中につ りあげる。

空 間に浮遊す る物体 と して、

子供 たちの視 点を変え る。

4.ビ ニ ル ス を消 滅 させ よ う!

・ビニル の破 裂 の感触 、音 を

楽 しむ。

・ビニ ル の集 ま りに埋 もれ る。

・安全面 に配慮 する。
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4.考 察

① 材 料 との 出会 い ・かか わ り

子 供 が,体 育 館 い っぱ い に走 り回 って,「 ビニ ル ス」 づ くりに熱 中 した。 ビニ ル に空 気 を

パ ンパ ンに入 れ て,そ の感 触 を十 分 に味 わ って い た。 空 中 に飛 ば した り,長 い 長 い 「ビニ ル

ス 」 をっ くった り,パ ンパ ンにふ くれ た 感 触 に こだわ り送 風 機 で空 気 を加 え た り,入 れ過 ぎ

て 破 裂 させ た り,さ ま ざ まな 材料 の材 質 や 特 性 を肌 で 感 じて い た 。

② 技 法 ・技 術

ビニ ル に空 気 を いれ て,輪 ゴ ムで止 め る と い う

簡単 な操 作 で,自 分 よ り も大 きな ビニ ルの 物 体 が

で きて い く。 「ビニ ル ス 」 に何 か 所 か,く びれ を

つ くって い った り,体 育 館 の 横 幅 ほ ど も長 い ビニ

ル スを っ くった り,穴 の部 分 を っ まん で 曲 が った

「ビニ ル ス 」を っ くった り,丸 く とめ た り,か ら

め た り,ひ っか け た り,バ スケ ッ トゴール にっ な

い で,空 間 に活 動 を広 げて い った 。活 動 自体 が 単 純 で簡 単 で あ る こ とは,一 人 一 人 が 表 現 意

欲 を 高 め,思 い思 い の活 動 を展 開 させ る こ とにっ なが る とい え る。

鷲織 、
1磯讃 簿職

・鳳 〆

③環 境

初めは,一 つの 「ビニ ルス」づ くりに夢 中にな っ

て遊んでいたが,や がて何人かで合体 させ空間 にも

スムーズに活動を広 げて い った。 自分たちでっ くり

だ した不思議な空 間を 「風船 の世界」 「シャボ ン玉

の国」などという感想 も聞かれた。 イメージをふ く

らませるよ うな音楽のなかでの活動や,空 間 にい っ

ぱ いにな った ビニ ルに色の光をあてた演 出 も考えた

い。

最後 に 「消滅 させ よ う」ということで,歓 声 とと

もにすば らしい勢 いで片付 けが進んだ。
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(3)題 材 名 「ギ ョ ギ ョ ギ ョ」 第4学 年

1.題 材設 定 の理 由

この学 年 の子 供 た ち は,と て も素 直 で,熱 心 に製 作 活 動 に取 り組 む子 供 が 多 い。 ま た そ

れ に加 え て,表 現 や活 動 が 多 様 で あ るの で,一 人 一 人 にふ さわ しい 支援 をす る こと に よ り,

個 性 豊 か な表 現 活 動 が さ らに期 待 で き る。

4年 生 く らい に な る と,写 実 的 な表 現 へ と 目を 向 け始 あ た子 供 の な か に は,自 分 の 意 図

と表 現 力 との 隔 た りに悩 ん で しま い,絵 を描 く こ とに消 極 的 にな る傾 向 の子 供 もい る。 ま

た,こ の学 年 の子 供 た ちが 一 学 期 に描 い た絵 の感 想 を見 て も,色 が は み 出て しま って 失 敗

した とか,Aさ ん の作 品 は色 が 濃 くは っ き り塗 れ て いて とて もうま い な ど,頭 の 中 に,う

ま い絵 は こ うい う絵,下 手 な絵 は こ う とい うよ うな考 え 方 が,す で に で きて しま って い る

子 供 も少 な くな い。 その うま い絵 と 自分 の描 い た絵 を 見 比 べ て しま い,が っか り して 自信

を失 い,絵 を描 く こ との 楽 しさ まで も忘 れ て しま う子 供 た ちが い るの は確 か で あ る。

そ ん な子 供 た ち に も,現 実 に左 右 され な い 自分 の 想 像 ・空 想 した魚 を,自 分 ら しい表 現

方 法 を使 い,材 料 や用 具 を生 か して,既 成 概 念 に と らわ れ ず に 自分 の思 いを 絵 に表 す こ と

が で き る題 材 で あ る。

2.ね ら い

・主 題 を主 体 的 に と らえ ,自 分 な りの 魚 を想 像 ・空 想 して 表現 す る。

・材 料 や技 法 を生 か し,表 現 方 法 を 工 夫 して表 す 。

・自分 の思 いを 生 か して ,楽 しん で活 動 す る。

・友達 の作 品 の工 夫 して い る と こ ろな どを 関心 を もって 見 る
。

3.学 習 の流 れ

前 題材 「色 の魔 術 師 に な ろ う 」(本 題 材 に つ なが る学 習)

・色 に関 す る ,た くさん の技 法 を体 験 す る。

・色 で 遊 ぶ こ とを通 して
,楽 しみ な が ら新 しい発 見 を し,興 味 ・関 心 を もつ 。

第 一 次(20分)・ 学 習 へ の 興 味 ・意 欲 を 高 あ る。

・どん な魚 を どん な 表現 方法 で表 した いか 思 い つ く。

第二 次(70分)・ 自分 な りの 魚 にっ いて の イ メー ジを広 げ,構 想 を 練 る。

・い ろ い ろ な技 法 を応 用 して ,自 分 の 作 品 に生 か す 。

第 三 次 ・い ろ い ろ な表 現 方 法 を 使 い,発 想 を広 げ なが ら表 現 す る。

(90分 ～180分)・ 作 品 に使 い た い材 料 を 見 っ け て くる。

第 四 次(45分)・ 作 品 を完 成 し,題 名 を つ け た り,飾 り方 を工 夫 して 展 示 す る。

・作 品 を鑑 賞 し,表 現 の よ さを楽 しむ。

材

料

用

具

ミュー ズ ボ ー ト ・画 用 紙 ・和 紙 ・段 ボー ル ・

テ ー プ ・リボ ン ・紐 ・針 金 ・アル ミホイ ル ・

セ ロハ ン ・綿 ・発 泡 ス チ ロー ル ・木 端 ・砂 ・

そ の他 子 供 が 自 ら必 要 とす る材 料 を 持 参

絵 の 具

ペ ン

ク レ ヨ ン

マ ー ブ リ ング液

ぼか し網

ロ ー フ ー

ス ポ イ ト

ス トロ ー

はさみ

接着剤

古新聞

雑巾
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蹴
学習のめあて

全体指導による
蜘

子供の活動

子供の多様な
活動への支援☆

りわ
圖

の
関
と

・
Φ
潔

〔2肢法・技術

◇ 國

〔3曝境e國

指導上の留意点

第三次

●いろいろな表現方法を使い、発想を広げながら表現する。

●作品に使いたい材料を見つけてくる。

瀦耀 綾哲呈珍懲馨郷瞭論 鯉繁 書欝毒纏 蠣

活動の進行状況

A

どんどん作業を進める子供 ☆見守る。共感する國

F

友達関係で左右されやすい子供

B

技法のやり方がうまくいかない子供 ☆技術的アドバイス國

☆技法の紹介國
イメージにあった作品にならない子供 ☆肯定的助言や励まし國

G

C

☆作品にっなげるための
アドバイス國

☆自分だけの工夫も欲しいね國

D

技法や材料で遊んでいるだけの子供

☆デザインや技法の紹介國
まだどうしようか迷っている子供 ☆友達の活動を参考にさせる國

描き直したいという子供

☆励ます園

☆描き直させてもよい國
☆子供と一緒に良い方法を考える國

E

H[璽
☆紹介する躍
☆次の活動の指示國

体験した技法の使い方

A

B

C

絵の具などで、今までのような
表現方法で製作する子供

一っの技法を使う子供

多種の技法を組み合わせる子供

D

新しい技法を見つけて

製作に生かす子供

A～D

☆子供の多様な活動を認める國
☆共感し励ます國
☆紹介する國

教師への関わり

A

質問をよくする子供 譜雰鍛裏難響

B

集中して製作をする子供 ☆声をかけて励ます國

C

教師の提案のとおり製作を進める子供
☆児童の思いや技能に
あったアドバイス國

D

自分の考えで製作を進める子供
☆細かいことは指示しないで

見守る國

舷 騰 芸講ぞξ隔 朧 窪ご鑑1禦 ヒ雰芝麟 欝重灘 乏鰻 誌奪階 薯:團
◎新 しい材料(セ ロハ ン・綿 ・木端 ・発泡スチ ロールなど)を 用意 してお く。圖

灘 鱗 難 灘1よ禄磐壽商窒離 雛 鐘翻 手轟

b画

拠
灘憎

瀞齢
喩

蝿蜘
幅 馬

響 難 鉱
圏 、 一擁 灘 鯨 編 、ぞ 、

㌻
謎

転

§

繍

塾

惣

凝

贈.画恥

轟
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4.考 察

・ 「ギ ョ ギ ョ ギ ョ」 とい う言葉 を子供た ちに投 げか けることか ら始 ま った この題材 は
,

すんな りと子供たちの心の中に入 り,興 味や意欲 を高め るの に,と て も効果的な題材名

であ った。 「ギ ョ」 とい う言葉か ら魚をイメー ジす る子供 と,「 ギ ョギ ョギ ョ」 という

言葉 か ら何かび っくりするよ うな イメー ジを もつ子供 と大 き く二つ に分かれたが,ど こ

に もいないよ うな,び っくりす るような魚 を描 こうとい う提案へ とっ なが ってい った。

①材料 との出会 い ・か かわ り

自分 で見 っけて きた材料や教師が用意 した材料を使 って 自由に表現 して いたが,あ る

一 っの材料 に子供 たちが主体性な く集中 して しまうことのないよ うに
,そ の材料独 自が

もっ魅力 の度合や,材 料の提示の タイ ミングを考慮す る必要が ある。

また,多 様 な材料 を貼 った り,穴 をあけた りす るのに耐 え られ る紙 と して,ミ ューズ

ボー ドを使用 したことにより,表 現活動の広が りが見 られた。

②技法 ・技術

前題材(色 の魔術師 になろ う)の 活動で,新 しい技法 ・技術(ブ ラ ッシング,マ ーブ

リングなど)を 楽 しみなが ら体 験学習 した ことによ り,子 供たちが絵 に表す ための表現

方法の幅が広が り,今 までの既成概念の枠をの りこえ新 しい発見があ った。

絵の具で今 までの ように彩色 する ことが苦手で,自 分の満足で きる絵 にな らなか った

子供 も,指 導者が間 口を広げ ることにより,子 供 たち自身が選んだ表現方法 を使 い,す

べての子供が楽 しみなが ら自分 の思 いを表現で きるよ うになった と思われ る。

③環 境

環境か ら受け る児童への影響力 を考え,図 工室 の美化 ・提示物な どによる教室環境 を

普段か ら整えてお く必要がある。 また,材 料 ・用具の設置場所を工夫 し,子 供 たちが 自

主的に使い,片 付 け られるよ うな,子 供が 自ら使 いやす い図工室 にす ることも大切であ

ろう。

さらに子供 同士 の影響力の強 さに も目を向け,座 席や ことばかけな どの工夫が必要で

あ り,ま た,子 供 同士 や教師 と子供の温かい人間関係 も築 いてお きたい もので ある。

・子供 の 自分 ら しい表現 を展 開 して い くための手 だて として
,子 供の活動 の 自由性 を保障

してい くことが重 要にな って くる と考え る。そ こで,子 供の活動の様子を授業前 にある

程度 予想 す る形式 で,左 頁の よ うな学習指導案を作成 した。活動の進行状況 を中心 に,

製作 の方法 や,体 験 した技法の使 い方,教 師へのかかわ り方の特徴 を もとに整理 して一

人一人の子供たちに対応す る支援の方法

を考えた。それによ って,教 師の予想を

越えて活動す る子供 たち もいるが,あ る

程度広い視野 で子供 たちを見守 ることが

で き,そ の中での自由に伸び伸び と した

子供たちの表現活動 を可能 にさせ るもの

であ ると考 える。
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IV研 究の まとめ と今後の課題

子供 たち一人一人が 自分 らしい表現を楽 しむために,私 たち教師はどの ような支援 を考えて

い くか,A分 科会 「題材 の提案 の工夫」,B分 科会 「表現活動を広が らせ る工夫1に 焦点 をあ

て研究 した。子供たちが心 か ら充実 して楽 しむ姿 は,自 分 らしさを生か した活動の中にある。

実践授業を通 して,支 援 の実態を と らえ追究 した。

1.研 究の まとめ

A・B分 科会の研究 の視点 に基づいて考察 し,以 下の点が明 らかになった。

○子供の諸感覚を通 して 直接的 に得た体感の豊か さか ら,子 供の素直な思い(興 味 ・関心)

が生 まれた。

○教 師や,友 人 とかかわ りやすい雰囲気 は,子 供 に安心感を与え,素 直な活動の展 開を促 し

た。他の表現の よさを認あた り,互 いに刺激 を受 ける中で 自分 らしさを発揮で きた。

○学習活動 に遊 びの要素を取 り入れて,子 供たちが遊 びなが ら活動す る ことを通 して,子 供

たちそれぞれが 自分 ら しさを発揮 し活動を楽 しむ ことがで きた。 その たあ子供 自 ら進んで

楽 しく活動 したり活動を深めた りす ることがで きた。

○活動 の内容 によ り,子 供の活動場所の確保が必 要であ った。活動に見合 った十分なスペー

スを用意 した ことで子供の多様 な活動がひ きだされた。

A分 科会 のま とめ

○題材に合 わせて言葉その ものの響 きのよさや リズ ミカルな語感を考えて題材名を提案す る

ことは,子 供 たちに授業の雰囲気を伝 えた り,興 味をひきだすのに有効で あ った。

○パ フォーマ ンスの提案 は,子 供の興 味を引き出 しイメー ジを発展 させ,意 欲 を高 めた。

○子供に とって新鮮 な材料 を提示す ることは,子 供の表現意欲 をそそ り,積 極 的な製作活動

につ なが った。

B分 科会の まとあ

○題材や材料 の扱 いは シンプルな方が表現への思 いがふ くらみやす く,身 体全体感覚で造形

活動 に主体 的に取 り組む姿勢がみ られた。

○子供がそれまでに経験 して きた中か らさ らに新 しい情報 を得 る ことによ って技術や技法を

取 り入れた り選択す るなど,自 分 らしい発想で表現活動 をす る ことがみ られた。

○活動の中で さまざまな選択肢を提示す るよ うに した。そのため,表 現の方法や方 向を子供

自 ら見っけだ した り選択す るようにな り,自 分 らしい表現活動 を展開 していた。

2.今 後の課題

口造形活動 は一人一人の子供の発想で,主 題 や材料が選ばれっ くる過程が工夫 され,伝 え合

う方法や発表 しあ う場 などが設定 されて展 開され る必要がある。低学年か ら高学年への過

程で繰 り返 し子供に体験 や実感を もっ ことを重視 した題材設定 や題材の配列な どの工夫 も

大切で ある。子供の活動 のながれか ら,さ らに発展 した表現活動へっなげてい く授業 の展

開が望 まれ る。

子供一人一人のよ さの表れ に対 して,認 め,励 ます指導観 を根底 に もち,一 人一人 の子

供 の表現活動を共感的に理解 し,表 現の特性 に応 じた望 ま しい支援 を工夫 したい。
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